
 

相つぐ池田山ワンルームマンション開発に対して 

隣地ワンルームマンション建設緊急警報 

池田山住環境協議会 

ワンルームを考える近隣住民の会 

 

（現在の日照）              （複合日照阻害の想定） 

投資効率を追うのみのワンルームマンション

短期資本回収を狙い管理責任を負わない開発 

規制緩和の裏をかく民泊による不動産経営 



 

 

 品川区まちづくり方針： 

「池田山は高台の閑静な住宅地としての環境が守られている」 

池田山の住宅地（東五反田五丁目付近）は、備前岡山藩藩主池田家の下屋敷に由来し、 

宅地化された現在も、池田山公園のみどりと一体となった住宅地が形成されている。 

旧正田邸跡地への公園（ねむの木の庭）の整備により、池田山の閑静な住宅地として 

の市街地環境がより高まった。 

池田山公園から豊かなみどりが連続する住宅地（東五反田五丁目 昭和52年） 

品川区「大崎地区まちづくり整備方針」から掲載 

 



 

 

東五反田５丁目のワンルームマンション建設 

 

スターツによる池田山初の４階建てワンルームマンション 

 

不動産会社D社が戸建て分譲を反故にしてマンション用地 



アーバネットコーポレーションの無責任マンション 

 

建築説明会でアーバネットコーポレーションは住民に以下のように回答 

■ 東京都心では現計画の開放廊下の形態はご理解いただける範囲と考えております。 

■ 非常用階段との見合い等、階段使用時の靴音の懸念には、合法的な対策を検討い 

たします（違法なことはしません）。 

■ 民泊としての利用禁止は、売却時に於いてその事をお約束することはできません。 

■ 日影図の作成については、複合日影図は住民側でやってください。 

 

文責：池田山住環境協議会 船曳鴻紅 東五反田5-14-5  

e-mail: office@ikedayama-council.com  tel: 03-3445-1004 

ワンルームを考える近隣住民の会 山下洋二郎 東五反田5-17-1 

                                tel: 03-5795-2396 (office) 
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